
「平成26年度阪神港利用促進プロジェクト」の選定結果について「平成26年度阪神港利用促進プロジェクト」の選定結果について
平成27年3月18日

国際物流戦略チーム第11回本部会合
資料４

【阪神港利用促進プロジェクト選定委員会議開催結果概要】

○日時 場所

【阪神港利用促進プロジェクト選定委員会 結果概要】

○日時、場所
平成27年1月23日（金）13:00～14:40
関西経済連合会（中之島センタービル30階会議室）

○選定委員 ＜敬称略＞

委員長： 関西学院大学商学部 教授 伊藤 秀和
委員員： 国土交通省近畿運輸局

交通環境部 計画調整官 井上 景之
国土交通省大阪航空局 空港部次長
（代理 空港部 関西国際空港 大阪国際空港課長） 橋本 三喜昭（代理：空港部 関西国際空港・大阪国際空港課長） 橋本 三喜昭
国土交通省近畿地方整備局

港湾空港部 地域港湾空港調整官 酒井 敦史
（公社）関西経済連合会 地域連携部長 神田 彰

○選定のポイント○選定のポイント
１．阪神港を利用した物流促進効果が見込めるか
２．独自性の高い、先進的な取組であるか
３．事業の遂行能力があり、継続性が見込めるか
４．事業の実施体制が的確であるか４．事業の実施体制が的確であるか

○結果
以下の４件が選定された。
・株式会社辰巳商會
アシストスーツ（荷役支援機器）を利用した港湾荷役作業アシストスーツ（荷役支援機器）を利用した港湾荷役作業
・ジャンボフェリー株式会社
神戸－高松・小豆島間の定期カーフェリーを利用した外貿コンテナ
一貫輸送事業
・宮崎カーフェリー株式会社
神戸－宮崎を結ぶ定期フェリー便による貨物輸送事業
・阪九フェリー株式会社
阪神港と新門司港を結ぶフェリー事業

○主な意見○主な意見
・先駆的な提案事業もあり、今後の物流事業全般への寄与に可能性を
有している。

・今後、阪神港の取扱貨物量の増加につながる事業が提案されている。
・各事業者の特長を生かした、阪神港の利用促進に繋がる事業である。 1
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モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
（
環
境
へ
の
配
慮
）

・
関

西
～

南
九

州
の

長
距

離
輸

送
を
海

上
輸

送
す
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の

削
減

を
実

現
。

④
労

務
問

題
の

解
決

・
航

海
時

間
中

は
休

息
の

扱
い
と
な
る
た
め

、
労

働
時

間
問

題
が

解
決

。

阪
神

港
を
利

用
し
た
輸

送
に
つ
い
て

車
両

デ
ッ
キ

【
移

出
貨

物
の

場
合

】
積

載
台

数
：

1
3
0
台

（
1
2
ｍ
換

算
）

保
冷

車
用

電
源

：
1
0
0
ヶ
所

阪
神

港
を
利

用
し
た
輸

送
に
つ
い
て

車
両

デ
ッ
キ

海
上

コ
ン
テ
ナ
用

電
源

：
２
ヶ
所

乗
船

可
能

ト
ン
数

：
5
0
ト
ン

(ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾗ
ｰ
）

乗
船

可
能

車
高

：
４
.２
ｍ

ト
ラ
ッ
ク
･シ

ャ
ー
シ
ー
の

乗
船

状
況

阪
神

港
を

利
用

し
た

コ
ン
テ

ナ
貨

物
の
一

貫
輸

送
の
強

化
を

図
る
！

【
移

入
貨

物
の

場
合

】

商
品

車
の

乗
船
状
況

特
殊

車
両
等
の
乗
船
状
況

シ
ャ
ー
シ
ー
の

積
み
付
け
状
況
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【
阪

九
フ
ェ
リ
ー
株

式
会

社
】

阪
神

港
と
新

門
司

港
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
事

業

い
ず
み

【
会

社
概

要
】

社
名

阪
九

フ
ェ
リ
ー
株

式
会

社
本
社

〒
80

0
01

13

区
分

神
戸
発

～
新

門
司

着

月
曜

～
木

曜
1
8：
30

⇒
07
：0
0

金
曜

日
曜

2
0
00

⇒
08

3
0

区
分

新
門

司
発

～
神

戸
着

月
曜

～
木

曜
18
：
40

⇒
0
7
：1
0

金
曜

日
曜

20
00

⇒
0
8
3
0

【
神

戸
航

路
】

集
貨

い
ず
み

（
新

造
船

平
成
27

年
1月

22
日

泉
大

津
便

就
航

）
本
社

〒
80

0‐
01

13
 

北
九

州
市

門
司

区
新
門
司
北
1丁

目
1番

Te
l: 
09

3‐
48

1‐
60

81
設

立
昭

和
41

年
4月

28
日

区
分

泉
大
津

発
～

新
門

司
着

毎
日

17
：3
0

⇒
06
：0
0

区
分

新
門
司

発
～

泉
大

津
着

毎
日

17
：3
0

⇒
06
：0
0

金
曜

～
日

曜
2
0：
00

⇒
08
：3
0

金
曜

～
日

曜
20
：
00

⇒
0
8
：3
0

【
泉

大
津

航
路

】

【
事

業
概

要
】

・
阪

九
フ
ェ
リ
ー
(株

)が
有

す
る
フ
ェ
リ
ー
航

路
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
高

い
利

便
性

や
環

境
負

荷
の

少
な
い

輸
送
を
実
現
す
る
。

・
平
成
2
7
年
1
月
･4
月
に
瀬
戸
内
海
で
も
最
大
級
と
な
る
新
造
船
を
投
入
し
、
貨
物
の
一
層
の
増
加
を
図
る
。

航
路

図
航

路
図

●
総

ト
ン
数

１
５
，
８
９
７
ト
ン

●
全

長
１
９
５
ｍ

●
全

幅
２
９
．
６
ｍ

●
最

高
速

力
約

２
５
.８
ノ
ッ
ト

●
旅

客
定

員
６
４
０
名

●
ト
ラ
ッ
ク
積

載
台
数

１
９
１
台

●
乗

用
車

積
載

台
数

１
８
４
台

●
ド
ラ
イ
バ

ー
定

員
８
０
名

【
事

業
の

特
徴

】
①

フ
ェ
リ
ー
航

路
の

有
す
る
高

い
定

時
性

・
確

実
な
輸

送
・
デ
イ
リ
ー
航

路
を
活

用
し
、
貨

物
の

フ
ィ
ー
ダ
ー
輸

送
強

化
に
取

り
組

む
こ
と
で
、
阪

神
港

発
着

の
貨

物
の

増
加

を
促

進
す
る
。
ま
た
、
瀬

戸
内

海
で
も
最

大
級

と
な
る
大

型
船

の
投

入
に
伴

う
船

腹
の
拡
大
に
よ
り
九
州
地
方
か
ら
阪
神
港

の
物
流
を

層
拡
大
さ
せ
る

商
品

車
輸

送
実

績
（
平

成
24

年
・
25

年
度
）

平
成

24
年

度
実

績
の

内
、
約

10
,0
00

台
、
平

成
25

年
度

は
約

19
,6
00

台
が

輸
出

さ
れ
、
取
扱
い
台
数
は
増
加
・
拡
大
傾
向
に
あ
り
今
後
も
こ
の
状
況
は
継
続
す
る
。

の
拡
大
に
よ
り
九
州
地
方
か
ら
阪
神
港
へ
の

物
流

を
一
層
拡
大
さ
せ
る
。

②
船

の
大

型
化

（
従

来
船

の
車

線
数

8
レ
ー
ン
に
対

し
9
レ
ー
ン
化

）
・
積

載
台

数
で
大

型
ト
ラ
ッ
ク
3
0
台

、
乗

用
車

で
1
0
0
台

程
多

く
積

載
で
き
、
阪

神
～

九
州

間
の

物
流

量
を
拡

大
。

③
フ
ェ
リ
ー
を
活

用
し
た
商
品
車
両
の
輸
出
・
輸
送
事

業

自
動

車
専

用
運

搬
船

（P
CC

）
発
着
港

主
な
自
動
車
専
用
運
搬
船
発
着
バ

③
フ
ェ
リ

を
活

用
し
た
商

品
車

両
の

輸
出

輸
送
事

業
・
関

西
地

区
の

乗
り
場

は
自

動
車

専
用

運
搬

船
バ

ー
ス
が

近
い
た
め
、
九

州
地

方
か

ら
商

品
車

両
を
神
戸
港
・
堺
泉
北
港
へ
輸
送
し
、
海
外
へ
輸
出
、
国
内
各
地
へ
輸
送
を
お
こ
な
う
。

神
戸

港
堺

泉
北

港

平
成
25

年
度

49
,1
33

台
平

成
24

年
度

47
,4
96

台

：
主
な
自
動
車
専
用
運
搬
船
発
着
バ

ー
ス

：
フ
ェ
リ
ー
発

着
バ

ー
ス

～
主
な
輸
出
先
～

ロ
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ニ
ア
・
タ
イ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
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